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（1〔路）
（1〔汀）
（1〔B）
㈹）
　田中亘・前掲注（147）18頁。
　藤縄憲一「検証・日本の企業買収ルール」商事法務1818号20頁（2007）。
　三苫裕・前掲注（38）99頁。
　森田章「取締役会制度と企業の社会的責任」商事法務351号23頁（1997），江
頭憲治郎「株式会社法」21頁〔注〕3（有斐閣，第2版，2008））。
　田中亘「ステークホルダーとガバナンス」企業会計57巻7号57頁（2005）。
　田中亘・前掲注（152）53頁。
　田中亘・前掲注（75）251頁。
　田中亘・前掲注（75）306頁。
　田中亘・前掲注（75）306頁。
　田中亘・前掲注（75）264～5頁。
　田中亘・前掲注（75）306頁～307頁。
　田中亘・前掲注（75）2822頁。
　田中亘・前掲注（75）268頁。
　企業価値研究会。前掲注（65）56頁注1。
　神田秀樹ほか・前掲注（62）座談会37頁（武井一浩発言）。
　日本コーポレート・ガバナンス・フォーラム・前掲注（73）50頁。
　以上バイアスにつき，田中亘・前掲注（75）266頁。
　金本良嗣「会社法の経済学一総括コメント3」三輪芳朗編ほか編「会社法の
経済学」499頁（東京大学出版会，1998）。
　田中亘・前掲注（75）269頁。
　三苫裕・前掲注（38）99頁。
　田中亘・前掲注（152）52頁以下。
　バーリー。ドット論争については，森田章「現代企業法入門」145頁以下（有
一110一
敵対的買収と企業価値
　　斐閣，第3版，2002）。
（170）　商事法務1468号27頁（1997）。
（171）2005年3月13日付日本経済新聞（朝刊）1面。
（172）　企業価値研究会・前掲注（6）企業価値報告書29頁。
（173）　落合誠一「企業法の目的」岩波講座「現代の法7」7頁（岩波，1998），田中亘・
　　前掲注（152）53頁，たとえば，鈴木竹雄＝竹内昭夫「会社法」4頁，30頁（有斐
　　閣，第3版，1994），大隅健一郎＝今井宏「会社法論上巻」292頁（有斐閣，第3
　　版，1991），「コーポレートガバナンス」ジュリスト1155号122頁（1999）等。
（174）　落合誠一・前掲注（173）企業法の目的7頁。
（175）　江頭憲治郎・前掲注（151）19頁。
（176）　江頭憲治郎・前掲注（151）21頁注3。
（171）　落合誠一。前掲注（32）12頁注6。
（178）　宍戸善一・前掲注（47）218頁，233頁。
（179）　田中亘・前掲注（152）57頁。
（180）　小林慶一郎・前掲注（146）083頁。
（181）　伊藤秀史「現代の経済学における株主利益最大化の原則」商事法務1535号6
　　頁（1999），田中亘・前掲注（152）54頁。
（182）　この指摘については，伊藤秀史・前掲注（181）6頁参照。
（183）　伊藤秀史・前掲注（181）7頁。
（翅）　田中亘・前掲注（152）54頁。
（185）　田中亘・前掲注（152）57頁。
（186）　落合誠一・前掲注（173）9頁および28頁注12。
（187）　江頭憲治郎・前掲注（151）21頁注3。
（188）　森田章「現代企業法入門」146頁以下（有斐閣，第3版，2002）。
（鵬）　出所「Whose　Company　is　it？The　concept　of　the　Corporation　in　Japan　and
　　west」Masaru　Yoshimori（1995年）。
（190）　企業価値研究会・前掲注（6）企業価値報告書29頁。
（191）　伊丹敬之「第7章　株式会社と従業員『主権』」伊丹敬之ほか編「日本の企業
　　システム　第1巻」（有斐閣，1993）。
（192）　岩井克人「現代は人間が利益を生む時代，株主主権論は正当性を失っている」
　　岩井克人ほか編「会社は株主のものではない」012頁以下（洋泉社，2005）。
（鵬）　奥村宏「法人資本主義」（朝日新聞社，改訂版，1991）等参照。
（194）　奥村宏「問題は『会社はだれのものか』ではなく，株式会社という制度が危機
　　的状況にあることだ！」岩井克人ほか編「会社は株主のものではない」055頁～
　　057頁（洋泉社，2005）。
（195）　大杉謙一・前掲注（130）506頁。
一111一
法科大学院論集　第6号
（196）　神谷高保。前掲注（鵬）82頁注36。
（柳）別冊商事法務編集部編・前掲注（50）261頁以下。
（鵬）　小林慶一郎・前掲注（146）090頁以下。
（鵬）　平川克美「会社は誰のものでもない。幻想共同体としての会社という視点」岩
　　井克人ほか「会社は株主のものではない」101頁以下（洋泉社，2005）。
（㎜）紺野登「情報から知識へ，分析から創造へ，そのとき会社は所有されるもので
　　はなくオープンな場になる！」岩井克人ほか「会社は株主のものではない」136
　　頁（洋泉社，2005）。
（201）成毛眞「株主主権という考え方もトレンドにすぎない」岩井克人ほか「会社は
　　株主のものではない」160頁以下（洋泉社，2005）。
（㎜）　企業価値研究会・前掲注（6）企業価値報告書29頁。
（鵬）　三苫裕・前掲注（38）130頁。
（謝）　森田章「社会的責任への法的アプローチの展開」奥島孝康監修・著「企業の統
　　治と社会的責任」88頁（きんざい，2007）。
（脳）　東洋経済新報社「会社四季報」（2008年2集）1296頁（東洋経済新報社，2008）。
（㎜）　江頭憲治郎・前掲注（151）21頁注3。
（餅）　江頭憲治郎・前掲注（151）19頁。
（㎜）葉玉匡美「新・会社法100問」171頁（ダイヤモンド，第2版，2006）。
（㎜）　江頭憲治郎・前掲注（151）19頁。
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